
釧路町地域公共交通活性化協議会

○地域公共交通の課題
■少子高齢化、人口減少に対応する公共交通網再構築の必要性
■地域特性が異なる５地区に応じた移動形態の検討
■釧路町への人の流れに対応した交通結節点の機能強化の必要性
■増加する町の移動、交通施策事業経費の適正化

○計画推進事業の主な内容
■公共交通マップの作成
■高齢者や中学生・保護者を対象としたバス利活用講座（乗り方学習会）開催

○地域公共交通の現況
■JR釧網線（遠矢駅、釧路湿原駅、細岡駅）
■JR花咲線（別保駅）
■くしろバス（株）（町内10路線） ・阿寒バス（町内２路線）
■スクールバス（６路線）

釧路町

釧路町は、北海道南東部、釧路管内の南部に位置し、東は厚岸町、西は釧路市、南は太平洋、北は標茶町に位置している。
町内は、人口、商業施設が集中する「セチリ太地区」、宅地造成により人口が増加傾向にある「東陽・中央地区」、古くからの住宅地で役場本庁舎を
有するが人口減少、高齢化が進む「別保地区」、釧路湿原を有し自然と農業の「遠矢地区」、基幹産業である漁業を営む漁家が中心の「昆布森地
区」の、地域特性の異なる５地区で構成されている。
町全体の高齢化率は25％と全国平均を下回るものの、今後、急速な勢いで高齢化が進むことが見込まれている。

概 要
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○地域公共交通活性化協議会開催状況
【８月】第４回協議会……会長の辞任及び選任、30年度協議会事業計画、収

支予算に関する協議
【11月】第５回協議会……平成30年度施策の推進内容・目標・具体的取組案

取組手順・工程に関する協議（※交通マップ・社
会実験・講座については組織内バス分科会に一任）

【３月】第６回協議会……平成30年度事業の評価及び次年度に向けた方向性
決定

【随時】協議会バス分科会……公共交通マップの具体的内容の検討
(全7回開催) 社会実験の方向性・利活用講座の検討



平成○○年○月○○日設置
釧路町地域公共交通活性化協議会 計画推進事業の取組状況

○単年度の実施では、釧路町地域公共交通網形成計画が掲げる「持続的・安定的な公共交通の維持」や「意識啓発を促す利用促進策」のさ
らなる向上が図られないことや、計画に掲げる将来像の実現やビジョン達成のためには、継続して実施していく必要があることから、次
年度以降の取り組みを進めていく予定である。

●計画推進事業の今後の改善点

【公共交通マップの作成】
○町内及び隣接市を含むバス経路マップのほか、若年層や高齢層に
対して視覚的にわかりやすいようイラストを用いた乗り方説明や
町内５地域から町内及び隣接市の主要施設までの乗車路線や所要
時間、金額を表示したマップを掲載

○3月完成で、町内各所に配布(2,000部)
【乗り方学習会の実施】
○高齢者や新たなバス利用者となり得る中学生やその保護者等、幅
広い年齢層を対象とした乗り方学習会を2月中に開催する予定し、
この中で、公共交通アドバイザーによる講演のほか、バス事業者
の協力で、実車を使った乗車体験も実施

●計画推進事業の結果概要

【公共交通マップの作成】
●地域住民が公共交通を「生活に身近な移動手段」として捉えることができるよう、移動
先として身近な病院・公共施設・商業施設等の移動方法が一目でわかりやすいレイアウ
トでの作成に努めるとともに、これから高等学校進学を控える若年層にも利用してもら
えるよう高等学校までの移動方法も登載することによって、世代を超えた公共交通の生
活密着度が向上したものと判断する。

●バス路線図等を本町内のみならず、隣接する釧路市区域も登載することよって、釧路町
釧路市の生活路線バス全体を一体的に捉えて利活用を促すことができたと認識している。

【乗り方学習会の実施】
●町内における初の試みとして、町内を運行するバス事業者（くしろバス・阿寒バス）の
協力を仰ぎ、実際の路線バスを活用した乗り方講座を開催し、予想人員を超える地域の
方に参加いただけたことによって、公共交通に関する住民意識の高まりやこれまでとは
違った公共交通の利活用方法に関する視点の創出につながったと捉えている。

●他地域と共通する公共交通に関する課題やそれを解決に導く手段・手法を共有すること
によって、住民一人ひとりの努力が課題解決に大きく影響することがわかり、意識醸成
につながったと捉えている。

●計画推進事業実施の適切性

・公共交通マップについて、作成にあたり協議会バス分科会において、具体的な内容について検討をしたうえで作成したことは評価する。

・今後とも利用者や配布先の声を反映させ、利用者目線に立ったわかりやすい情報提供となっているかなどの評価・検証を行い、必要に応じて内容
や情報等を見直すこと及び今後の改善点を踏まえた取り組みに期待する。
・乗り方教室について、幅広い年齢層を対象とし、地域の声の吸い上げ及び地域公共交通に対する意識の醸成を図る取り組みは評価する。
・今後はその場で得られた地域の声を基に網形成計画の着実な推進につなげ、持続可能な公共交通ネットワークの構築を期待する。

●地方運輸局における二次評価結果


